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○議事日程 

 日程 １  会議録署名議員の指名 

 日程 ２  会期の決定 

 日程 ３  管理者の諸報告 

 日程 ４  監査報告第１号 例月出納検査の結果報告について  

 日程 ５  第１号議案  監査委員の選任について  

 日程 ６  第２号議案  乙訓福祉施設事務組合職員の給与に関する条例の  

              一部改正について 

 日程 ７  第３号議案  乙訓福祉施設事務組合職員等の旅費に関する条例  

              の一部改正について 

 日程 ８  第４号議案  令和７年度乙訓福祉施設事務組合一般会計補正予  

              算（第２号）について 

 日程 ９  第５号議案  令和８年度乙訓福祉施設事務組合一般会計予算に  

              ついて 

 

○会議録署名議員 

  大 山 崎 町     北 村 吉 史 議員 

  向 日 市     米 澤 知 紀 議員 
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（開会 午前９時５４分） 

○西田光宏議長 皆様、おはようございます。定刻より少し早いですが、皆様お集ま

りですので、ただいまから始めたいと思います。 

  ただいまの出席議員数は９名であります。 

  地方自治法第１１３条の規定により定足数に達しておりますので、会議は成立い

たします。 

  ただいまから、乙訓福祉施設事務組合議会令和８年第１回定例会を開会いたしま

す。 

  それでは、これより日程に入ります。日程１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第７５条の規定により、大山崎町の北村吉史議員、向

日市の米澤知紀議員の両名を指名いたします。 

  次に日程２、会期の決定を議題といたします。  

  お諮りいたします。会期につきましては、本日１日限りとすることに異議ござい

ませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり）  

  異議なしと認め、よって会期は本日１日限りと決定いたしました。  

  次に日程３、管理者の諸報告であります。  

  安田管理者。 

○安田 守管理者 おはようございます。 

  本日、乙訓福祉施設事務組合議会令和８年第１回定例会を招集させていただきま

したところ、議員各位におかれましては、ご参集いただきましてありがとうござい

ます。 

  それでは、令和７年第４回定例会以降の報告をさせていただきます。  

  最初に、総務関係についてですが、１月に乙訓行財政問題協議会幹事会及び乙訓

市町会定例会におきまして、令和８年度当初予算案について協議を行いました。  

  次に、乙訓若竹苑では、２月末現在の利用者数は、就労継続支援事業２５名、生

活介護事業３名の合計２８名で、市町別利用者数は、向日市５名、長岡京市２０名、

大山崎町３名となっております。  

  また、地域活動支援センター事業の登録者数は４２名で、日中一時支援事業は

５２名、相談支援事業の契約者数は５６名であります。  

  次に、介護障害審査課では、昨年１２月から２月までの介護認定審査会で１，

６４２件、また障害支援区分認定審査会で７９件の二次判定を行ったところであり

ます。 
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  次に、障がい者相談支援課では、今月３日に乙訓圏域の事業所職員を対象とした

虐待防止の研修会を行いました。  

  次に、ポニーの学校では、２月末現在の児童発達支援事業利用者数は、向日市

３８名、長岡京市５５名、大山崎町１２名、合計１０５名となっております。  

  また、障がい児相談支援事業の契約者数は５７１名であります。  

  最後になりますが、本年１月１日付で会計管理者が中島会計管理者に交代いたし

ましたので、ご報告させていただきます。  

  報告は、以上でございます  

○西田光宏議長 ありがとうございます。以上で管理者の諸報告を終わります。 

  次に日程４、監査報告第１号「例月出納検査の結果報告について」であります。 

  監査委員の報告を求めます。  

  上野監査委員。 

○上野 隆監査委員 失礼いたします。 

  それでは、例月出納検査結果につきましてご報告いたします。地方自治法第

２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査を令和７年１２月２３日、令和

８年１月２３日及び２月２０日に実施いたしましたので、同条第３項の規定により、

その結果を報告いたします。各月ごとに関係諸帳簿と証拠書類を照合し、検査いた

しました結果、出納等については適正に処理されていたことを確認いたしました。

なお、検査の対象及び結果等につきましては、お手元にお配りいたしました報告書

のとおりであります。 

  以上をもちまして、例月出納検査の結果報告を終わります。 

○西田光宏議長 ありがとうございます。例月出納検査の結果報告が終わりました。 

  次に日程５、第１号議案「監査委員の選任について」を議題といたします。  

  提案理由の説明を求めます。  

  安田管理者。 

○安田  守管理者  ただいま議題となりました第１号議案「監査委員の選任につい

て」、ご説明いたします。  

  本案は、上野隆代表監査委員から、今月末をもって辞職される旨の届出がありま

したことから、後任の委員に栗山博臣氏を選任いたしたく、地方自治法第１９６条

第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。  

  なお、同氏の略歴につきましては、参考資料のとおりであります。  

  よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

○西田光宏議長 ただいま提案理由の説明がございました。  
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  お諮りいたします。本件につきまして質疑、討論を省略し、直ちに採決すること

にご異議ございませんでしょうか。  

（「異議なし」の声あり）  

  異議なしと認め、直ちに採決を行います。 

  第１号議案について、原案のとおり同意することに賛成の方の挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

  ありがとうございます。挙手全員であります。よって第１号議案は、原案のとお

り同意されました。 

  次に日程６、第２号議案「乙訓福祉施設事務組合職員の給与に関する条例の一部

改正について」を議題といたします。  

  提案理由の説明を求めます。  

  安田管理者。 

○安田 守管理者 ただいま議題となりました第２号議案「乙訓福祉施設事務組合職

員の給与に関する条例の一部改正について」、ご説明いたします。  

  本案は、職員の給与について国家公務員との均衡を図るため、条例の一部を改正

するものであります。 

  本案の改正内容についてでありますが、国の法改正に合わせて通勤手当の規定内

容を見直すとともに、手当の上限額を６万６，４００円に改定し、自動車等使用者

に対する駐車場等の利用手当を新設するものであります。  

  なお、この条例は本年４月１日から施行するものであります。  

  また、職員組合と交渉を重ね、合意を得ておりますことを申し添えます。  

  よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。  

○西田光宏議長 ただいま提案理由の説明がございました。  

  本案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

  丹野議員。 

○丹野直次議員 おはようございます。今回の職員給与条例のことについてでござい

ますが、組合との合意がされたということでございましたけれども、少し中身につ

いて伺いたいんですけども、何回交渉されたのか、どういった意見が出たのか、そ

の辺について、分かる範囲で明確にお答えいただきたいと思います。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 まず組合との交渉については、２回交渉をさせていただいてお

ります。出てきた意見等につきましては、今回国の通勤手当制度に距離区分や金額

とかを合わせさせてもらうんですけども、一応その趣旨については理解をしたとい
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うご意見をいただいております。  

  それを踏まえまして、本組合の通勤実態としましては、ＪＲとか阪急とかの有料

の駐輪場で自転車を使って来る職員が多いという実態もございますので、そこに見

合うような新たな手当の創設等についての意見が出ましたので、私どものほうとし

ましては、条例が可決されましたら、その旨の制度の創設等について具体的に検討

させていただくという旨の回答をさせていただいております。  

  以上でございます。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 ありがとうございます。それで条例が可決されるであろうと思うわ

けですけども、今後協議しなくてはならないものが多々あるのではないかと私は思

っておりますので、今後実態に即して、働く環境づくりの一歩となる中身をしっか

りしていただきたいわけですけども、協議事項というか、これからの中身について、

何項目ぐらい残されているのかなというふうに思うわけです。といいますのは、こ

こは駅からちょっと離れておりますので、その分を十分に精査というか、お考えを

いただきながら、働きやすい職場づくりというのをまずここから始めていただきた

いというふうに思いますので、その辺についてはどうでしょうか。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 通勤手当につきましては、こういうことを具体的に協議してく

れという項目は今のところ特にございません。組合のほうからは、私どものほうと

常に情報共有しながら、働きやすい職場づくりに向かってどういうことをしていけ

るかというのを今後も継続的に話をしていきたいというふうな要望でございます。  

  以上です。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 分かりました。今後、組合との労使交渉に入っていく部分が残され

ているという認識で今後見守ってもらいたいなと思いますので、誠実に対応される

ようお願い申し上げます。  

  以上です。 

○西田光宏議長 ほかにございますか。 

  北村議員。 

○北村吉史議員 具体的にお尋ねをしたいんですけども、この改正における支給単位

の期間、月６万６，４００円を超えない範囲となっております。これは全額という

判断なのかなと思うんですけど、正味どうなんですか。  

○西田光宏議長 城谷総務課長。 



 

―7― 

 

○城谷晋太郎総務課長 この６万６，４００円と申しますのは、距離区分で言います

と、１００キロ以上の方を対象とした距離区分になっております。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 具体的にそういう方っておられるんですか。  

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 現在のところはおりません。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。その次の部分なんですけども、自動車を使

用した場合の駐車場利用料金、これも月額５，０００円を超えないものということ

で記載をされています。これは、個人でこの周辺で駐車場を借りられた場合に限定

をされているということでよろしいですか。企業においては、車を預かった場合、

自宅周辺に駐車場がない場合に借りるといったときには、それも支給される場面と

か、業務形態によっていろいろ出てくるんですが、その辺は範疇外というふうに思

っておいてよろしいですか。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 議員お見込みのとおりでございます。今のところ職員の実態と

しましては、おっしゃるように前段部分ですね、個人で駐車場を借りて、月々有料

料金を払ってという職員しか今はいませんので、そういう職員を対象に月額の上限

５，０００円で支給させていただくという中身になっております。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。それを明確にする条文をつくったというこ

とで解釈をしておきます。  

  それと、通勤手当、最後の７番目のところなんですけども、括弧書きとして、当

該月に通勤手当を支給することが困難な場合、原則で定める場合にあってはその翌

月に支給をされるというふうに解釈してよろしいですか。 

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 議員がおっしゃるとおりでございます。困難な場合において

は、次の月に支給するということでございます。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 具体的に困難な場合というのは、どの場合を指すんでしょうか。 

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 申請は最初の月までにしていただくんですけども、それ以降

になってしまった場合等については申請の支給額は遅れてしまうということで、最
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初のその月に支給が困難になるというようなことが例として挙げられます。 

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 申請が遅れた場合という解釈でよろしいんですね。分かりました。  

  具体的なことをお尋ねします。これは全体の話として。いわゆる民間におった時

点の話なんですけども、交通費の支給額は課税対象になるはずなんです。ならない

ですか。その辺、教えていただきたいんですけれども。  

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 通勤手当につきましては、国の定める基準で課税対象になる

部分もございます。 

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 私がいるときは課税対象にされていた部分があって、大阪なんです

けども、全線定期というのを持たされていたんです。これ課税対象になるん違うの

という感じで、当時したことがあったんですけど、こういう部分で課税対象になら

れている方には、その説明をちゃんとされていますよね。さっき組合で話をされて

いるということだったので。 

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 今回の改正をすることで、国基準に合わせた改正になります。

それに合わせて国のほうも課税額を決められておりますので、そういった課税額が

今後はきちんと整うというお話は、職員のほうにはさせていただいております。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。課税がされる方には、これは当然されるも

のですから、税金はちゃんと払っていただかないといけないので、その辺の説明だ

けはちゃんとしておいていただいて、同意を取っていただくことをよろしくお願い

いたします。 

  以上です。 

○西田光宏議長 ほかにございますか。ありませんか。  

  それでは、質疑も尽きたようですので質疑を終結いたします。  

  これより、討論に入ります。まず、反対討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  次に、賛成討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  ご意見がないようですので、討論を終結いたします。  

  これより採決に入ります。第２号議案について、原案のとおり決することに賛成
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の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって第２号議案は、原案のとおり可決されました。  

  次に日程７、第３号議案「乙訓福祉施設事務組合職員等の旅費に関する条例の一

部改正について」を議題といたします。  

  提案理由の説明を求めます。  

  安田管理者。 

○安田 守管理者 ただいま議題となりました第３号議案「乙訓福祉施設事務組合職

員等の旅費に関する条例の一部改正について」、ご説明いたします。  

  本案は、「国家公務員等の旅費に関する法律」が一部改正され、昨年４月から施

行されておりますが、国との均衡を図る観点から条例の一部を改正するものであり

ます。 

  改正の内容についてでありますが、「国家公務員等の旅費に関する法律」に合わ

せて用語等を追加及び修正するとともに、「国家公務員等の旅費に関する法律施行

令」及び「国家公務員等の旅費支給規程」に準じて、旅費の支給対象者や支給方法、

支給額を改めるものであります。  

  なお、この条例は、本年４月１日から施行するものであります。  

  よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

○西田光宏議長 ありがとうございます。ただいま提案の説明がございました。 

  本案に対する質疑を行います。質疑ございませんでしょうか。  

  丹野議員。 

○丹野直次議員 それでは、職員等の旅費に関する条例の一部改正ということでござ

います。今回改めて拝見させていただきますと、全面的に変わってきているという

部分が、国に準じるというふうに変わってきているということで、第１条から

２３条までの条文を読ませていただきましたけど、文言の修正があったり、新たに

付け加えてきているということでございます。その中で、例えば５ページの旅費の

「種目」、以前は「種類」と言っていたものが「種目」ということで、今までずら

ずらとあった８項までの部分が随分長くなってきているというふうに思うんですけ

ども、今後の改正の趣旨について、特にその後の８ページのほうに新たに追加され

ている４項、５項、６項の部分というのはどういうふうに解したらいいのか、また

職員さんにはいつどのようにこういった細かなことは徹底されていくのか、全体を

通じて今後の流れなどがあればお聞かせいただきたいと思います。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 
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○松下幸司事務局長 まず「種目」と「種類」につきましては、大きく言えば日当は

廃止されて、宿泊費の中に全部包摂されたということになります。その辺のところ

の影響につきましては、日帰り日当は乙福はございませんので、特に職員や予算上

に何か影響を与えるということはございません。  

  ８ページ等々に書かれております内容につきましては、旅費の請求等について電

子でのやり取りを可能にするというようなことと、精算の方法について具体的な定

めがなかったので、今回改めて具体的な定めが設定されたので、この方法に準じて

精算等をさせていただくという内容になります。細かな事務手続等につきましては、

条例が可決されましたら職員のほうには一律周知をさせていただく予定としており

ます。 

  以上です。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 ありがとうございます。日当の話なんですけども、日当の話につい

ては、職員さんのみならず「職員等」ということで、我々議会のほうにも関連する

わけですのでお尋ねいたしますけれども、日当をなくすことがメリットと言えばメ

リットなのかもしれませんけども、デメリットもあるのではないかなというふうに

思うわけです。結論から言いますと、旅費規定を新たにつくることによって今まで

もらえていたものがもらえなくなるとか、あるいは昨今の物価高騰によってどう変

わっていくのかということで言えば、使った分以上に旅費が支払われることがない

ように、抑えられるという意味もありますよね。メリットとデメリットで言うと、

職員さんにしてみればどういうふうに感じられていくのかなということであるんで

すけども、旅費規定による支払いが今後どういうふうに変化するのか、増えていく

のか減っていくのか。旅費を使わなければ減っていくわけやけども、その辺の見込

みというか、どういうふうに今考えておられるのか、そこをお尋ねしたいわけです。

国が決めたことやから、これはこのとおりですと言えばそれでおしまいなんですけ

ど、実際問題どういうふうに職員に向かってこれを周知していくのかなというとこ

ら辺、もしお考えがあればご教示いただきたいと思います。  

○西田光宏議長 安田管理者。 

○安田 守管理者 ご承知のように大きくこの条例が動いたのは、非常に日本全国で

宿泊費が高騰しておりまして、今まで定められていた金額では宿泊ができなくなる。

というよりも、決められた額で宿を探すのが非常に困難になってきたということが

第一にあると思います。それと、もとより日当という考え方は、果たしてこの時代

に適するのか、私は個人的には適さないと思っていて、もともと給料をもらって仕
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事をしておりますので、それに加えて日当を払うということが現在の考え方に合わ

なかったと。しかしながら、数千円ではありますけれども、日当相当分が宿泊の外

に決められたということで、私はデメリットは特に職員にないと思いますし、しっ

かりとした宿泊費の領収書をもらって、それに則って支払われるということで、常

に透明性が増したのではないかなと思っていますし、職員にとっても非常にやりや

すくなったのではないかなと思っています。もとよりですけど、そんなに職員に出

張はありませんので、そこだけはご理解いただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 管理者のおっしゃることももっともなことで、心配するのは、出張

に行ったはええけれども、職員さんがそこでよもや持出しが出るような話にはなら

ないと理解してよろしいのかということです。  

○西田光宏議長 安田管理者。 

○安田 守管理者 そうならないように宿泊費が上がっておりますので、大丈夫だと

思います。もとより、自分で食べるご飯はもちろん自分で出すのが普通ですから、

そこは持出しでは私はないと思っていますので、出張に関する経費については持出

しはないと思っています。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 ぜひ持出し等が、あるいは職員さんに窮屈が与えられるようなこと

にならないように、実際の運用については十分検討していただきながらしていただ

きたいなというふうに思います。  

  以上です。 

○西田光宏議長 ほかにありますか。 

  質疑も尽きたようですので、質疑を終結いたします。  

  これより討論に入ります。まず、反対討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  次に、賛成討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  ご意見もないようですので、討論を終結いたします。  

  これより採決に入ります。第３号議案につきまして、原案のとおり決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって第３号議案は、原案のとおり可決されました。  
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  次に日程８、第４号議案「令和７年度乙訓福祉施設事務組合一般会計補正予算

（第２号）について」を議題といたします。  

  提案理由の説明を求めます。  

  安田管理者。 

○安田 守管理者 ただいま議題となりました第４号議案「令和７年度乙訓福祉施設

事務組合一般会計補正予算（第２号）について」、ご説明いたします。  

  今回の補正は、年度末の補正として、執行済みの残額等を精査し、歳入歳出予算

の総額からそれぞれ６ ,０１８万３，０００円を減額し、歳入歳出予算総額を５億

３,５４５万２，０００円とするものであります。  

  まず、歳出についてでありますが、総務費で４４０万円と民生費で４１８万５，

０００円をそれぞれ減額しております。また、予備費につきましても５,１５９万

８，０００円減額しております。 

  次に、歳入についてでありますが、歳出における減額等に伴い、分担金及び負担

金を６,０４７万６，０００円減額しております。また府支出金では、本年度の委

託金が確定したことにより１２万９，０００円、利息確定に伴い諸収入を１６万４，

０００円、それぞれ増額しております。  

  以上、令和７年度乙訓福祉施設事務組合一般会計補正予算（第２号）の説明とさ

せていただきます。よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。  

○西田光宏議長 ありがとうございました。ただいま提案理由の説明がございました。  

  本案に対する質疑を行います。質疑がある方は挙手願います。  

（「なし」の声あり） 

  質疑なしと認め、質疑を終結いたします。  

  これより討論に入ります。まず、反対討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  次に、賛成討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  ご意見がないようですので、討論を終結いたします。  

  これより採決に入ります。第４号議案について、原案のとおり決することに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって第４号議案は、原案のとおり可決されました。  

  次に日程９、第５号議案「令和８年度乙訓福祉施設事務組合一般会計予算につい

て」を議題といたします。  
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  提案理由の説明を求めます。  

  安田管理者。 

○安田 守管理者 ただいま議題となりました第５号議案「令和８年度乙訓福祉施設

事務組合一般会計予算について」、ご説明いたします。  

  令和８年度予算編成におきましては、構成市町の厳しい財政状況を十分に勘案し、

経常経費の節減と合理化を図りながら、求められる事務事業に積極的に取り組むた

めの予算編成を行ったところであります。  

  令和８年度当初予算の規模でありますが、総額５億９，１８８万円で、前年度に

比べ８．８％、４，７８４万３，０００円の増額となっております。 

  なお、詳細につきましては、事務局長から説明いたしますので、よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 第５号議案、令和８年度予算につきまして、ご説明を申し上げ

ます。 

  まず、歳出からご説明をいたします。予算書の１７ページをお開き願います。ま

ず初めに、１款、議会費は議員報酬９名分、その他日帰りの行政視察経費など

１５４万９，０００円を計上しております。次に、その下にございます２款、総務

費、１項、総務管理費、１目、一般管理費でありますが、対前年度比３８４万円減

の９，６０６万円を計上しております。  

  主な内容でありますが、１９ページをご覧いただけますでしょうか。１９ページ

の１７節、備品購入費におきまして、新たに電気自動車１台を購入する費用など

３４９万７，０００円を計上しております。また、その下、１８節、負担金補助及

び交付金におきまして、派遣職員負担金など２，１９３万４，０００円を計上して

おります。 

  なお、次の２目、基金費及び３目、公平委員会費、またその下にございます２項、

監査委員費につきましては、前年度と同額、もしくは大差ない金額を計上しており

ます。 

  次にその下、３款、民生費についてでありますが、１項、社会福祉費のうち、

１目、若竹苑管理費につきましては、対前年度比８６７万円増の１億２，７４９万

６，０００円を計上しております。  

  続きまして、２１ページをご覧ください。２１ページ、２目、若竹苑授産事業費

につきましては、ここ数年の作業収入の実績等を踏まえまして、対前年度比９９万

８，０００円増の６２９万２，０００円を計上しております。  
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  次にその下、３目、介護保険認定事業費及び、その次のページにございます４目、

障害支援区分認定事業費でありますが、本組合で実施しております介護及び障害支

援区分の認定審査について、来年度、令和８年度にシステムを標準化してクラウド

に移行するための費用が発生いたしますことから、介護保険認定事業費につきまし

ては、対前年度比２，５９８万７，０００円増の１億１，３０９万８，０００円、

また障害支援区分認定事業費につきましては、対前年度比７４１万６，０００円増

の２，１９３万５，０００円をそれぞれ計上しております。  

  続きまして、２３ページにお進みください。２３ページ、５目、障害者相談支援

ネットワーク事業費につきましては、対前年度比５５５万９，０００円減の１，

６３２万３，０００円を計上しております。  

  また、次の２４ページにございます６目、障がい者虐待防止・基幹相談支援セン

ター事業費につきましては、対前年度比５０６万９，０００円増の３，６１６万４，

０００円を計上しており、主な内容といたしましては、１２節、委託料として、夜

間休日障害者虐待通報受付業務に係る委託料として９９万円を計上しております。  

  次に、２５ページをご覧ください。２項、児童福祉費、１目、ポニーの学校管理

費でありますが、対前年度比９３２万円増の１億７，１７３万３，０００円を計上

しております。主な内容といたしましては、７節、報償費において、児童の発達相

談のための講師謝礼など１５２万３，０００円を計上しております。 

  次に、２６ページにお進みください。４款、予備費でありますが、こちらは前年

度と同額を計上しております。  

  以上、歳出予算のご説明とさせていただきます。  

  ここで、すみませんがもう一度予算書の１１ページにお戻りをいただきまして、

歳入についてご説明をさせていただきます。  

  １１ページですが、まず初めに１款、分担金及び負担金、１項、分担金のうち、

１目、市町分担金につきましては、対前年度比４，９７６万２，０００円増の４億

６，３７３万１，０００円を計上しております。増額の要因といたしましては、職

員人件費等の増額、並びに介護及び障害認定審査システムの標準化移行経費による

ものであります。 

  次に、その下の負担金でございますが、１目、障害福祉サービス事業負担金及び、

３目、障害児通所支援等事業負担金につきましては、８年度においてともに対前年

度より利用者数の減少を見込んでおりますことから、負担金全体で対前年度比

６２５万８，０００円減の１億１，３９２万３，０００円を計上いたしております。  

  次に、１２ページをご覧ください。上から四つ目の３款、財産収入、２項、財産
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売払収入、１目、物品売払収入につきましては、ここ数年の作業収入の実績等を踏

まえまして、対前年度比９９万８，０００円増の６２９万２，０００円を計上いた

しております。 

  最後に、１３ページでございます。７款、組合債でございますが、電気自動車

１台分購入において脱炭素事業債を活用するため、新たに３１４万２，０００円を

計上いたしております。 

  説明は以上です。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。  

○西田光宏議長 ありがとうございました。ただいま提案理由の説明がございました。  

  本案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。  

  住田議員。 

○住田初恵議員 何点か質問をさせていただきます。職員数ですけれども、令和８年

度は正規の職員さんを２人配置することができて、総人員数は変わらないというこ

とでしたけれども、正規の職員じゃなくて会計年度職員で今年度は対応されたとい

うことは、ご苦労だったんじゃないかなと思っております。職員さんを募集しても

なかなか来れない状況があるわけですから、今いてはる職員さんを大切にしていか

なきゃいけないと思うんですけれども、市役所でも若い職員の退職が見られるんで

すけれども、特に乙福なんかの専門職の福祉現場では採用はすごく難しいし、丹野

さんもさっき言われましたけれども、やっぱり働き続けられる、こういう職場環境

をつくっていくことが必要だと思うんですけれども、令和７年度に退職された職員

さんが１名だったんですけど、それ以外に中途で退職された方がおられたのかとい

うことと、それから部署が分かれば教えていただきたく思います。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 中途退職はございません。  

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 ありがとうございます。今回、この予算書を見て、各部署の働きや

すさという観点から超勤手当を昨年と比較して見てみたんですけれども、乙訓若竹

苑以外はどことも増えておりました。一番多かったのがポニーの学校で、昨年の

３２７万８，０００円から３５２万６，０００円となっておりましたし、額はあれ

ですけれども、約６倍となっていたのが障害者相談支援ネットワーク事業、約５倍

となっていたのが障害者虐待防止基幹相談支援センターだったんですね。これは時

期的に合わせて予算を組まれたと思うんですけれども、そうなべてのお金の額なの

で、大体１人当たりの残業時間というのが多い部署が分かるようでしたら教えてい

ただきたく思います。 
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○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 １人当たりの時間数は今手元に資料がないんですけれども、ポ

ニーの学校が増えているのは、人勧による単価が増になり全体的に底上げになった

ためで、時間数が増えているわけではございません。相談支援課が増えているのは、

今までＧＭと言われる仕事を管理職が兼任でやっておりましたので、管理職は当然

残業がつきませんので、それはつかなかったんですけども、今年度から人も増やし

たということで、人が増えた分の時間外手当を予算として充て込みさせていただい

たので、増えております。 

  以上です。 

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 よく分かりました。人勧によって増えたからポニーの学校では増え

たということと、それから今まで相談基幹センターはＧＭさんが兼務されていて、

新たに人を雇ったのでその分の超勤手当がつくようになったからということで、分

かりました。特に昨年から比べて、今増えているところの業務が増えて、残業時間

が長くなったということではないわけですね。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 時間数自体は、大きく増えているということではございません。

昨年どおりでございます。 

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 分かりました。やっぱり超勤時間はないほうがいいわけですので、

これからも業務を見直してもらうなどして、超勤時間が生まれないようにやってい

ただければと思います。 

  もう一つ、予算資料の６ページに、これは人材育成のところで書いてあったんで

すけれども、職員の意欲、モチベーションの高揚を促し、職員の能力開発と業務遂

行を図り、効率的で質の高い組織の実現につなげるために面談を通じて職員の人材

育成を行っているというふうに記載されております。人事評価としての面談でされ

ているわけですけれども、年に何回されて、いつ頃されているのかお聞かせくださ

い。 

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 人事評価の面談でございますが、期首、中間及び期末、基本

的には計３回面談を行っております。  

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 具体的に何月ですか。  
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○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 期首でありましたら４月から５月、中間ですと８月から９月、

期末は１２月、１月ぐらいでございます。  

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 その面談を通じて、その場で職員さんが自分の悩みとかを話せる環

境にあればいいと思うんですけれども、私も自分の経験で仕事を辞めたいなと思っ

たときもあったんですけれども、そのときに悩みを聞いてくれる、分かってくれる、

そういう人がいたから私は仕事を続けられたなと思うんですけれども、今年度は中

途退職はないということでしたけれども、悩みを安心して打ち明けられるような職

場の雰囲気というのはありますでしょうか。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 大丈夫です。できています。 

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 局長はそうおっしゃっているけど、実際は分からないですけど、そ

のような雰囲気づくりしていっていただきたいと思います。  

  自分の処遇に関して不服があるときには、処分への不服申立が行政不服審査会、

利益保護と公正な人事権の行使を保証する公平委員会というのがあるんですけれど

も、それぞれこういう会が開かれたことはあるんでしょうか。 

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 不服があって開かれたことはございません。  

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 こういう制度は周知しているとおっしゃっていましたけれども、公

平委員会があって、どういう手続をしたらそれができるかというところまでを含め

て、職員の皆さんに周知していっていただきたいと思います。要望です。 

○西田光宏議長 要望事項ですね。 

  ほかにございますか。 

  米澤議員。 

○米澤知紀議員 よろしくお願いします。予算書２２、２３ページに記載されている

介護保険認定事業及び障害区分認定事業の標準化準拠システムとか、あとクラウド

利用料とかを含めた介護障害支援区分認定システム標準化対応というところでお聞

きしたいんですけれども、これは恐らくデータ形式を国の仕様に合わせてクラウド

で統一するとかというところで、データ保全であるとか、あとは事務処理の効率化

が期待されるのではないかというふうに思うんですが、ただ現場の感覚とすると、
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介護度とか障害支援区分の認定って恐らくシステムというところではなくて、病院

とか医療関係の書類のやり取り、多分ですけどボトルネックは意見書になるのかな

というふうに思うんですが、そこで２点だけお伺いしたいんですが、標準化後の認

定事務の効率化というのはどのように見込んでいるのかというのが１点目で、あと

は医療との連携を円滑にして認定の期間を短縮するような取組というのができてい

るのか、どのように考えているのか、その２点をお聞かせ願いたいなと思いますの

で、よろしくお願いします。  

○西田光宏議長 小島介護障害審査課長。 

○小島淳一介護障害審査課長  お答えいたします。標準化準拠システムへの移行後、

認定事務の事務フローにつきましては、現行システムから大きく変更はないという

ことでございます。ですので、標準化準拠システムへの移行によって、認定事務が

効率化されるということは特に想定しておりません。  

  なお、標準化準拠システムによる効率化としましては、制度改正時にシステム改

修等において従前より対応が容易になるということを見込んでおります。  

  また、クラウド環境にシステムを構築することにより、従前職員が行っておりま

したサーバーの保守管理をクラウド事業者が実施することによって、その業務が削

減されるほか、より高い水準のセキュリティーの確保や災害リスクの低減が図れる

と考えております。 

  今後につきましては、現在郵送で医療機関から各市町に送付されております主治

医意見書、こちらがシステムの標準化を前提として、令和１０年度から本格運用を

目指して国が整備を進めておられます介護情報基盤を通じて電子的な提出が可能に

なることとされておりますので、より迅速な事務処理につながるのではないかと期

待しているところです。 

  以上です。 

○西田光宏議長 米澤議員。 

○米澤知紀議員 ありがとうございます。この標準化というのがなされれば、先ほど

の主治医意見書が電子化するというところもあって、大分効率化するのではないか

というふうに思います。なので、申請から支援開始までの時間が短縮されて、必要

な支援がより的確に届けられる可能性を持っているのかなと思いますので、ぜひ進

めていただければと思います。  

  ただ、ちょっと思うのは、最終的に審査会であるとかというところで判断される

ので問題ないとは思うんですが、標準化という言葉というのが「個別支援」という

言葉と相反するなというふうに常々思ってしまうんです。なので、これまで圏域で
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蓄積されてきた知識とか技術とか、あとは現場の細やかな判断というのが標準化の

流れで薄れてしまうんじゃないか、見えにくくなってしまうんじゃないかというと

ころを少し危惧しています。なので、このシステムの更新というところが、医療機

関であるとか福祉の現場であるとかの連携のきっかけになればというところ、標準

化というメリットを最大限に生かして、現場の協働を含めて進めていただけたらな

というふうに思いますので、これは要望させていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

  以上です。 

○西田光宏議長 要望でございました。 

  ほかにございますか。 

  辻議員。 

○辻真理子議員 予算書の１１ページの先ほどご説明のところで、負担金のところな

んですけれども、就労のほうの利用者が減になるということで市町の負担金が減っ

ていっているという説明があったんですが、参考資料の９ページのところに各事業

の定員と契約者数というところで、就労継続のほうが定員３４名に対して契約者数

のほうが２５名となっておりまして、昨年度の最初は２８名だったんですけれども、

契約者数が減った要因というか、利用者の方の今後の進路先というのを教えていた

だいてよろしいでしょうか。 

○西田光宏議長 山田若竹苑施設長。 

○山田洋平乙訓若竹苑施設長  お答えさせていただきます。就労継続の契約者が３名

減というところですけれども、２名の方に関しましては、障害者支援施設のほうに

移られたということになります。もう１名の方なんですけれども、これは残念な話

になるんですけれども、利用者さん同士の関係性でちょっとしんどくなられて、休

む期間が続いて、結果辞められるということになりました。  

○西田光宏議長 辻議員。 

○辻真理子議員 各事業の支援計画のところで、２名の方であったり、１名の方が退

所されているというところはあるんですけれども、一般就労につなげるということ

で、就労の継続が難しいとかもあるんですけども、その点についてのアセスメント

であったりというところでの今後の契約者数であったりというところは、どのよう

にお考えかお聞かせいただいてよろしいでしょうか。 

○西田光宏議長 山田若竹苑施設長。 

○山田洋平乙訓若竹苑施設長  まず一般就労につきましては、アイリスさんなんかと

連携させていただきまして、相談させていただきながら実習ということを組ませて
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いただいています。 

○西田光宏議長 辻議員。 

○辻真理子議員 実際に契約者数と定員というところを考えたときに、卒業された方

たちは若竹苑を希望されるというところでの実習があったりとかがあったのかなか

ったのかで、ただただ利用者というところに関して、この間の動向とかをお聞かせ

いただいてよろしいでしょうか。  

○西田光宏議長 山田若竹苑施設長。 

○山田洋平乙訓若竹苑施設長  令和７年度に関しましては、新たな利用者さんの申し

込みということと、見学ということはございませんでした。  

  今後についてですけれども、乙訓全体で見たときに、どんどんＢ型事業所という

のは増えております。また、空きいうところもどんどん増えて、３０近くあるのか

なとは考えております。その中で、若竹苑として積極的に新規を開拓していくのか

というところは悩むところではあります。  

○西田光宏議長 辻議員。 

○辻真理子議員 利用がしにくいということではなくなっているということは理解さ

せていただいたんですけれども、就労継続というところと生活介護というところで

も、公としてどういうふうな形で今後乙訓圏域として考えていかれるかというとこ

ろは、考えていかないといけない時期にきているのかなと思いますので、その点に

ついては、ここだけでは難しいと思うんですけども、自立支援協議会のほうでもい

ろいろな分科会の中で、強度行動支援の方であったりの行き場がないとかで、そう

いうのもありますので、その点も考えていく時期になっているのではないのかなと

思いますので、またそこについてはよく検討いただきたいと思いますので、要望さ

せていただきます。 

  あと一点、負担金のところで障害児のほうも減っていますということをおっしゃ

っていたんですけれども、参考資料のところでポニーの学校のほうなんですけれど、

こちらのほうの契約者数、療育のほうと相談支援のところで見させていただいたん

ですけれども、最後の２５ページなんですけれども、計画等作成件数というところ

に関しては、こちらのほうは伸びてきているのかなと思うんですけれど、それで間

違いないでしょうか。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長 間違いございません。そのとおり

でございます。 

○西田光宏議長 辻議員。 
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○辻真理子議員 児童発達支援センターのほうは、４月１日から新たなところが開所

されるというところで、利用の待機はないのかなと予測するんですけれども、こち

らの利用の計画作成に関しては、申込みであったりとか待機が出ているのかをお聞

かせいただいてもよろしいでしょうか。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長  現在、４月以降で待機していただ

いている方が５、６名おられます。 

○西田光宏議長 辻議員。 

○辻真理子議員 昨年、体制の強化というところで人員を増やしていただいたかと思

うんですけども、その際に１人当たりの受け持ちが大体６２名ほどとおっしゃって

いたんですけれども、現在体制を増やされた中で、受け持ち担当の人数というとこ

ろの変動はいかがでしょうか。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長  現在は、１人当たり７１名の担当

をしております。 

○西田光宏議長 辻議員。 

○辻真理子議員 ということは、受け持ち担当も増えていて、なおかつ待機で待って

いただいている方がおられるのかなと思ったときに、その点についての解消といい

ますか、その点についての検討であったりとか、令和８年度は改善できるというと

ころがあるのかお聞かせいただいてよろしいでしょうか。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 相談支援件数につきましては、この資料にありますとおり増え

ております。ただ令和７年度については、特に数が多かったというところもあって、

特に年長の子供の数がちょっと多いので計画件数が膨れ上がっているというところ

で、この積み上げどおりに令和８年度も雪だるま式に増えていくというところは、

想定はしていません。ただ議員おっしゃるように、年々計画相談支援件数が増えて

いるのは事実です。体制的にどうできるかということについては、一応条例の定数

を満たした職員の確保ができたということで、それを見据えた上で今後どうしてい

くのか、それでも足らなくなるのかとか、その辺は圏域全体の計画相談数がどれぐ

らいになるかを見ないと私どもは判断できませんので、私どもとしては、体制の確

保は一応させてもらいましたと。あと今後どれぐらい需要が増えていくかというよ

うなところも見て、その中で圏域全体としてどう考えていくかというのは、私ども

だけで考えが出せるものではございませんので、今後二市一町と相談しながら、ど
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うしていくかというのは考えたいと思っております。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 何点かお尋ねをさせていただきます。１３ページの組合債、事業債、

３１４万２千円が計上されておるんですけども、この具体的な使い道ですね、どこ

に使われているのかをまず教えていただけますでしょうか。  

○西田光宏議長 城谷総務課長。 

○城谷晋太郎総務課長 事業債についてでございますが、電気自動車の導入に係る費

用に充てさせていただく予定にしております。 

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。その内容で、４ページの地方債、一般管理

事業債となっておって、ここで同額が記載されています。その場合の利率が６．

０％ということになっています。償還の方法に関しては、政府資金については云々

と書かれておりまして、いわゆる金利の関係で償還の年限を短縮する、または繰上

償還、もしくは低利に借り換えすることができるというふうに記載されているんで

すけども、本来金利が上昇局面になりますよね。これは金利が下降するときと、今

は逆なんです。この記載がそのとおり実行できるかというのは、過去の事例から言

って金利の上昇局面においては無理やと思います。政府資金の関係でいったら、全

部どういう形で計算がされていて、きっちりとどういう形で償還をするというのは

一定のルールが決まっているはずなんです。だからその辺、この記載の意味が本当

にあるのかなというのは、ちょっと気になったところなんですけど、はっきり申し

ます。僅か三百何万、この金額をわざわざ借りて６％の金利を払うということは、

果たして正解なのかどうかというのを私は思います。その部分でいきますと、本来

は歳入の根幹は、各構成市町からの分担金になるんです。その金額がプラスされて

おれば、要らない金利は払う必要がないということになります。  

  それと併せて、前から一組に対しては、一定の予備費、財調を積んでおくべきだ

ろうということをずっと思っていたんですけど、いわゆる基金が非常に少ない。一

定の部分はそれをやっとかんといかんの違うかなと。今財調が８７万５，０００円

という形になっているんだけども、その数値が本当に正しいのかどうかというのは、

ここにあとプラス３００万ちょっと積んでいたとしたら、ここから繰り出したらそ

れでしまいの話なんです。要らない金利を払う必要はないと私は思っています。こ

れから金利は上昇局面になるからね。だから、そこのところもこれからの金利の見

方は大きく変わってくると思いますよ、今までの一組の経営の考え方、これは地方

自治体全て同じだと思うんだけど、そこのところの考え方を少し変えていただいた
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ほうがいいんじゃないかなというふうに私は考えるんですけど、いかがでしょうか。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 どこまで的確に答えられるか分からないんですけども、基金に

つきましてはこれまでから申し上げておりますとおり、基本は分担金、負担金で運

営させていただいておりますので、明らかに将来的にこれに使う、この計画でこう

いう使い方をするというのが決まっていない段階で基金そのものを積み上げるとい

うことは、基本考えておりません。例えばこういう電気自動車等を買うということ

になりましたら、そのたびに構成市町に分担金等をお願いして買うというのが基本

原則だと思っております。特に分担金、負担金で構成させていただく関係上、いつ

使うか分からないお金をそのままずっと置いておくというのは、やはり二市一町か

ら税金をもらっているという考え方からすると、あまり基金を積んでおくというこ

と自体、それがいいのかどうかということについては、私どもは一定疑問がありま

すので、基金については現状でいかせていただきたいと思っております。  

  事業債につきましては、国のほうの脱炭素化事業債ということでお金が借りられ

て、これを借りた分に対して一定交付税措置も受けられますので、その辺、金利

等々の全体を見回した中でも、こういう形で予算を積ませていただくことが総合的

に有利であるという判断でさせていただいた次第でございます。  

  あと償還の方法ですけれども、この書き方に意味があるのかどうかということに

つきましては、一応国から示されているルールにのっとって書かせてもらっている

ということでございます。  

  以上です。 

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。今の説明だったら、分担金で各構成市町が

対応してくれたらこの金利は払わなくて済んでいるんです。そうでしょ。そこのと

ころの話し込みをして、３１４万の金利で６％、はっきり言ってしれているかもし

れない、皆さんとしてみたら。そこのところをしっかりと、経営の観点から言って

金利ほどもったいないものはないんです。その辺はしっかりと考えてください。  

○西田光宏議長 安田管理者。 

○安田 守管理者 ちょっと説明不足かもしれないですけど、ゼロカーボン債は起債

率が９０％で、３０％が交付税措置されますので、最終的に自治体としての負担が

少なくなるという観点で起債をさせていただいております。金利の分を差し引いて

も、いわゆる３割引で買える形ですので、その分を差し引いてやらせてもらってい

ますので大丈夫だと思います。  
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○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。ただ、今景気がいいからその３０％の措置

は一定加味しておいていいかもしれないですけど、景気の上昇局面と、要は税が潤

沢に入ってくるときと税が潤沢に入ってこないとき、そうなったときには、その

３０％が非常にうやむやになってしまうというのが過去の事例なんです。だから、

そこのところは細心の注意をしていただきたいなというふうに思いますので、よろ

しくお願いをしておきます。  

  今回の予算編成の中で、職員給与費が全体で占めている割合が非常に増えてきて

いるということで、平均年齢３９歳６か月、約４０歳が平均年齢となっているとい

うことなんですけど、職員の増減があったりということをお聞きしております。た

だ、この金利もそうなんですけども、いわゆる給与費に関してもこれから上昇のト

レンドに入ってくるという流れになっていて、具体的に年収ベースで、これはすぐ

にお答えできないかもしれませんが、平均年齢、約４０歳ぐらいの方の年収ベース

で、昨年ベース、一昨年のベース、来年度ベース、この３か年で見た場合、どのぐ

らいの上昇割合になっているんでしょうか。その辺を教えていただきたい。ここで

即お答えできない場合は、後で結構ですので、一定の上がる率の確認だけしておき

たいということですので、お願いします。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 具体的な金額、年収がどれぐらいかというのは今手元にないん

ですけども、人勧の上昇分が今回でしたら３．３％ほどありましたので、人勧に合

わせての上昇ということで、大体３％前後になると思いますし、次年度以降、人勧

でどれぐらいの数字が出てくるのか分かりませんけども、もし今後こういう人勧ベ

ースが続くということであれば、今年度に近いような上昇が考えられるというふう

には見込んでおります。 

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 今の平均年齢辺りの数値が分かれば、大体それでならして金額を出

してこれると思います。もしくは平均年齢じゃなければ、職員の在年グラフの一番

高いところの数値をチェックすれば、万単位とかそんなんじゃなくて、ざくっとし

た数字でいいから、もしそれが分かれば、上昇局面はどういうふうになるかという

予測が可能ですので、そこのところいつでも結構ですから、簡単にばくっとした数

値でいいから、教えていただけたらありがたいと思います。 

○西田光宏議長 北村議員、これは要望ですか。  

○北村吉史議員 はい。今はお答え、多分３．３という数字しか出ないということで
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すので、そういう形で要望をさせていただきました。  

  それと、資料を頂いております２２ページ、苦情解決制度なんです。この部分で

いくと、歳出の部分というのは５，０００円ずつしか計上されておりませんよね。

歳出部分で、今ページ数が出てこないんですけど、２か所において５，０００円ず

つ計上されていたというふうに記憶しています。この場合、この弁護士さんは顧問

弁護士ではないですよね。ただ窓口だけをつなぐための、費用を使って予算計上さ

れているという解釈でよろしいですか。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 ご指摘のとおり、一応項目だけ置かせていただいている予算で

すので、具体的に法的な手続等に進むということであれば、別途流用等で予算を組

ませていただくということになると思います。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。その場合は、もし何かあったときは、補正

を組んでいただけると、もしくは専決をされるという解釈でよろしいでしょうか。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 額によりますけども、補正とか流用で対応できるようでしたら

そういう対応をさせていただきますし、それでも対応が難しいということでしたら、

今議員おっしゃるような対応になるかと思います。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ありがとうございます。この苦情解決制度なんですけど、具体的に

これを使われたことというのはあるんですか。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長  ここ最近はございません。  

○西田光宏議長 北村議員。 

○北村吉史議員 ないんですね。分かりました。ないことを祈っております。ただ、

最近は訳の分からない方とかがおられると思うんですよ。予想もできない対応をさ

れる方とかもおられるかもしれませんから、そこのところ最大限リスク対応をして

いただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。  

  以上です。 

○西田光宏議長 ほかに。 

  住田議員。 

○住田初恵議員 生活介護事業のところで、先ほど辻議員も言われたんですけれども、

やっぱり強度行動障害の方へのサービスを受けれるところがなかなか難しくて、昨
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年の３月議会でもそのことを言いましたら、乙福は公的な役割があって、乙訓圏域

の民間事業所で受け入れるところもあるし、市町の担当者が説明、案内すべきでは

ないかというふうに答弁されたんですけれども、強度行動障害のある方で、サービ

スに結びつかないでおられるという方の把握はできているんでしょうか。 

○西田光宏議長 上田相談支援課長。 

○上田佳子障がい者相談支援課長  自立支援協議会等で強行の状態の方の受入れ状況

についての調査等をしておりますけれども、今のところ受け入れができなかったと

いう例は聞いておりません。  

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 分かりました。今のところないということですけれども、強度行動

障害のある方というのはより高い専門性が求められますし、支援が困難なために人

員も必要ということから、もし民間で受入れができないような状況にあれば、やっ

ぱり公的機関である乙福が受け入れるべきだと私は思っているんですけれども、乙

福の公的役割は別にあるということを昨年おっしゃったので、その別にある公的役

割とは何なんでしょうか。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 公的役割についてはいろいろあると思うんですけども、まず圏

域の中で民間が手を出しにくいようなサービスで、不足しているものを乙福のほう

では対応していくというのが一つ大きなところではあると思います。そういう意味

で、今圏域の中で計画相談等、また待機等が出ているような状況でもありますので、

そういうところへの配慮をどうしていくかいうことについて、今後二市一町と乙福

とで協議して、どう対応していくかというのを決めていくのが一つの大きな役割で

あるというふうには認識しております。  

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 ありがとうございます。確かに計画相談、なかなか計画に結びつか

ない、待っている方がいらっしゃいますので、その辺を充実することはすごく大事

なことだと思っております。  

  ポニーの学校で、先ほど計画作成の待機者が５、６名いるとおっしゃっていまし

たけれども、今５、６名の方はどのぐらいの期間を待ってはるんでしょうか。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長  今２、３か月の待機になっており

ますが、１年を通しまして１か月から３か月の間で推移しておりまして、３か月以

上はお待ちいただかないようにこちらのほうで配慮しております。 
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○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 一番長い方で３か月ということで、なるべく早く計画ができるよう

にしていただきたいと思うんですけれども。去年、成人も子供もいるわけですけれ

ども、療育が必要な方は、利用作成書が一日でも早く作成されて早くサービスにつ

ながれるように、民間の行かれる事業者の方が作成される、全くのセルフプランじ

ゃないけれども、そういうプランも準備しておりますということだったんですけれ

ども、それは今どのようになっていますでしょうか。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長  ３月末までの期間で暫定プランの

ほうは終了するというふうに伺っております。  

○西田光宏議長 住田議員。 

○住田初恵議員 実際にそういう暫定プランを立てて利用された方がいらっしゃると

いうことですか。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長 ポニーの学校の療育を利用されて

いる方はおられませんが、別の事業所を利用されるのに暫定プランを利用されて、

その方がポニーの待機していただいていた順番に受けさせていただいているという

方はおられます。 

○西田光宏議長 住田議員にお願いいたします。現在は予算の審議をしておりますの

で、いろいろとご質問があるとは思いますし、お止めはしませんけれども、できる

だけ予算審議に関する内容として、数字的なことを含めてご質問いただけたらよろ

しいかと思います。お願いいたします。 

○住田初恵議員 １年間の事業内容に関わることですので、それでお聞きしているわ

けですけれども、今のところは、ポニー学校を利用するために暫定プランを立てて

いただいたということですか。違って、別のところに行くために。  

○西田光宏議長 よろしいですか。ありがとうございます。  

  ほかにございますでしょうか。  

  丹野議員。 

○丹野直次議員 一つ二つ質問させていただきます。まず一つ目は、庁舎管理につい

てですけども、これのどこを見ていいのか分からないんですけども、庁舎管理はど

ういうふうにするとかいうことを見たかったんですけど、この前いただいた施設の

老朽箇所の修繕、これが１，１０１万６，０００円でしたけど、今回はポニーの学

校も同時にされるということなのかということをお尋ねしたいのと、それと女子ト
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イレの手洗いカウンターの修繕費というのを書いていますけど、スケジュール的に

はどのような段取りでされていくのか伺っておきたいと思います。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 修繕につきましては、計画的に修繕するように計画は立ててお

ります。今回予算に上げさせていただいているのは、長期計画に基づくものじゃな

くて、もう目の前で壊れているものを来年度に修理をさせていただきたいというこ

とでございますので、業者の手配がつきましたら順次させていただくというような

ことで考えております。 

  以上です。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 来年度といっても、予算が通ってから、これは入札になるのか随契

になるのか、１００万ほどの仕事ですけども、利用者にとっては大変大事なところ

ですので、ぜひそれは今後の方向も議会にも明らかにしてほしいなというふうに思

いましたので質問しました。それは質問させていただいておりますので、またご答

弁ください。 

  それともう一つは、長期計画が私には見えていないんですけども、長期計画とい

うのは議会に出されているんですよね。どういう長期計画になっていくのか伺って

おきたいと思います。いかがでしょうか。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 ８年度の予算に書かせてもらっている修繕の実施状況につきま

しては、また各議会ごとに何らかの形で報告させていただければと思っております

ので、長期計画につきましては、内部の計画ですので議会等には特別お示ししてお

りませんが、もし見たいということであれば、またお示しのほうはさせていただき

ます。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 ありがとうございます。改めまして、長期計画を示していただきた

いということと、それとトイレの話を少し言おうと思っていたんですけども、変な

話ですけども、小学校、あるいは中学校の女子トイレに生理用品を置いてはいかが

ですかという質問をよく議会で議論しているんですけども、ここの場合、ポニーに

しても若竹苑にしても、そういった生理用品の関係はどのように認識されておられ

るのかなというふうに思うんですけど、別に問題なければでいいんですけど、実態

はどうなのかなというのが、あまり聞きにくいしね、そんなことでお答えがあれば

伺っておきたいと思います。  
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○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 ポニーにつきましては、基本的に就学前のお子さんになります

ので、その辺のところは特に考えておりません。こちらの建物に来られる方、介護

とか障害の認定審査会で来られる委員さんですので、その辺はご自分で対応されて

いるのかなと思っております。  

  若竹苑につきましては、今のところ特にそういう声も聞いておりませんし、施設

を利用されて長い方がほとんどですので、そういう方は基本ご自分で対応されてい

るのかなと思っておりますので、小学校とか中学校みたいに生理用品を置くという

考えは今のところ持っておりません。  

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 ありがとうございます。よそはあまり存じていないんですけども、

向日市では市役所の庁舎、あるいはあすもあのところにも、しっかりとジェンダー

の立場から安田市長が頑張ってつくっていただいているという状況もございますの

で、ぜひそこは人を大事にする施設であって、福祉事務組合というのは、その辺も

ぜひ今後とも先進地を学んでいただいて頑張っていただきたいと思います。  

  それから、続けていきますけども、療育器具等の更新。これはどういうふうにし

てなっていくのか、その説明が少し聞き漏らしたような感じがしますので、その辺

を今回どうするのかということを伺っておきたいと思います。  

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 療育用のセラピーマットをもう２０年以上使ってまして、もう

古くなっているので、これは買い替えです。感覚統合器具につきましては、つり下

げ型のブランコみたいになっている器具なんですけども、接合しているロープ部分

がもう破損して使えないということですので、こちらも買い替えをさせていただき

ます。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 分かりました。更新ということですね。  

  それから、議長、すみません。全体に関わって、議案からちょっと外れますけど

も、意見だけ言わせてもらいます。  

○西田光宏議長 分かりました。 

○丹野直次議員 実は先日、児童発達支援センターというのがオープンされました。

それとの関係で、センターということになると、我々の感覚では、その地域を包括

するような発達センターかと思っておりましたら、私はちょっと私用で参加できな

かったんですけども、参列した議員に聞くと、事業所みたいな感じやでと言っては
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ったので、そこら辺が我々議員としてはどういう関連があるのかということを市民

から聞かれた場合、どのようにお答えしておいたらいいのか。また今後、乙訓福祉

施設事務組合との関連で、どういう位置づけになっていくのかというとこら辺を参

考までに、できたら今お願いします。  

○西田光宏議長 私も行ってまいりましたので、直接提案されております議案には関

係ございませんけれども、参考までに聞きたいということがございますので、ご説

明いただけるならば挙手をお願いいたします。  

 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 この４月にできる児発センターにつきましては、今議員もおっ

しゃられていたようにセンターという機能は持ってはおるんですけども、位置づけ

としては、利用者に対する直接支援といいますか、利用者が直接利用していただく

ような施設でございます。乙福につきましては、利用者が直接というよりも、そう

いう新たなセンターも含めて、地域の事業所であるとか、行政であるとか、関係機

関との連携の中で何をしていくかとか、何ができるかというような取組を支える組

織というふうに認識しておりますので、新しくできるところは利用者に直接何か新

しくサービスをするという事業所ですけども、乙福としてはこれまでの役割どおり、

地域と行政と利用者全体のコーディネートというか、調整というか、そういう枠組

みの中でこれまでどおりさせていただくというような説明になります。  

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 あまり質問してはいかんからあれですけども、要はあまり関係がな

いと言ってしまうといかんわけで、これは乙訓にとって大変大事な施設であって、

今回４月にオープンしたあそこの話ですよねとお話をしなきゃいけないんですよ、

我々は。だから、そこは利用者が直接行かれて、そこで契約されてですねというこ

とで、それだけで終わりということで、そういう理解でいいんでしょうか。僕も間

違ったことばっかり言っているから、もし間違っていたら言ってほしいんですけど

も、どうでしょうか。 

○西田光宏議長 松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 すみません。説明が足らなかったと思うんですけど、関係ない

とは言っていません。関係はあるんです。新しい事業として、そこと関係を持ちつ

つ、これまでとの関係も維持しつつ、そこも含めて全体をコーディネートなり連携

なり支援をさせていただくというのが乙福の役割ですので、関係ないことはないで

す。 

○西田光宏議長 丹野議員。 
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○丹野直次議員 分かりました。大体そんな感じかなとは思っていましたけど、なか

なか言い方は難しいですね。  

  それで、児童発達支援センターの総括をする上部組織はどこになるんでしょうか。

乙訓福祉施設事務組合は、総括もしなければ統括もしないし、京都府のほうでやら

れるということでいいでしょうか。あくまでも民間事業者ですよね。その辺、ちょ

っと教えてください。 

○西田光宏議長 分かる範囲で結構です。  

  松下事務局長。 

○松下幸司事務局長 私どもが上部組織ではないことは間違いないです。一民間事業

というか、そういう事業所ですので、長岡京市さんなり京都府なりが、一定の役割

なり監査権限なり調査権限を持っていると思うんですけども、詳細については、す

みませんが分かりません。 

○西田光宏議長 丹野議員。 

○丹野直次議員 ありがとうございます。また私も勉強させていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。  

 以上です。 

○西田光宏議長 現在、お話のありました児童発達支援センターという利用支援のこ

とだと思います。ここは改めてできた事業所なので、またいろいろな情報が分かり

ましたらお知らせいただきたいと思います。 

  そして、先ほど議員からありました各年度ごとの給料の話とか、資料がもしある

んでしたら、次の議会までに持ってきていただけたらありがたいかと思います。 

  ほかに質問ございますでしょうか。ありませんか。 

  米澤議員。 

○米澤知紀議員 意見だけ。予算書の２６ページのポニーの学校管理費、備品購入費

の器具費、先ほど丹野議員からも少しあったんですけれども、感覚統合器具とフロ

アマット、セラピーマットの更新というところで、更新自体は大変必要なことだと

理解しているんですけれども、今回の対象以外に、今後メンテナンスとか更新が必

要なものがどのぐらいあるか把握されているかというところと、あと計画的な点検

や更新の仕組みというのをどういうふうにしているかというところを教えていただ

きたいです。 

○西田光宏議長 小松次長。 

○小松悦子事務局次長兼乙訓ポニーの学校施設長  おおよそ１５年以上経過している

感覚統合遊具は更新していきたいと考えております。今、丸太型のブランコ、ホー
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ススイングといいますが、そういったものとハンモックが約１５年経過しておりま

すので、計画しております。  

  計画的に点検や更新をしていくということにつきましては、経過年数が１０年を

超えた時点で修繕する計画を立てております。毎年遊具の点検を依頼して業者が行

っておりまして、そこで更新時期なども含めて、点検の結果に基づきまして更新・

修繕を行いたいと考えております。  

○西田光宏議長 米澤議員。 

○米澤知紀議員 ありがとうございます。私は作業療法士なのですごく思うんですけ

れども、やはり感覚統合の器械、特にスイングであるとかトランポリンであるとか、

ああいう消耗が激しいようなものというのは、やはり定期的なメンテナンスだけじ

ゃなくて、破損があったら直していくというのをやっていただきたいなというふう

に思います。備品というふうな概念で思うと、消耗があったら直すという危険性の

回避というところはあるんですが、適切な支援の担保になると思うんですね。適切

な器具を適切な場所で使っていくというのは大事なことだと思いますので、またこ

れを含めて、器具のメンテナンスであるとか修繕をできるだけ迅速にしていただけ

るシステムをつくっていただければなというところを要望させていただきます。 

○西田光宏議長 ありがとうございます。  

  では、ほかにございますか。  

（「なし」の声あり） 

  質疑も尽きたようですので、質疑を終結いたします。  

  これより討論に入ります。まず、反対討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  次に、賛成討論を求めます。  

（「なし」の声あり） 

  意見がないようですので、討論を終結いたします。  

  これより採決に入ります。第５号議案について、原案のとおり決することに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって第５号議案は、原案のとおり可決されました。  

  以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。  

  これにて会議を閉じたいと存じますが、ここで安田管理者から発言の申出があり

ますので、これを許可いたします。 

 安田管理者。 
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○安田 守管理者 議長のお許しを得ましたので、一言ご挨拶申し上げます。 

  平成２７年から１１年間、管理者として組合運営を担わせていただきました。本

日に至るまで職務を全うできましたのも、議員の皆様、二市一町の住民の皆様、そ

して何よりも日々現場で利用者の支援に携わってくれている職員の理解と協力があ

ったからであります。この場をお借りいたしまして厚く御礼申し上げますとともに、

深く感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございました。  

  さて、以前にも申し上げましたが、障害者福祉制度というのは毎年のように変わ

ってきております。もとより、乙福が設立されたときに比べまして、民間の施設や

サービスがかなり増えてまいりました。圏域の状況というのは、私が就任した

１１年の間でも大きく変わっておりまして、先ほど来、議会の中でもお話がありま

したように、だとすれば乙訓福祉施設事務組合は公の施設としてこれから何を担っ

ていくのかということが非常に重要だと思っております。二市一町の住民の皆様の

税金で運営している施設ですので、しっかりと住民の皆様に説明責任を果たせる運

営が大切ではないかなと思っています。  

  ４月から私の立場は変わりますが、新しく管理者になられる前川副管理者、さら

には中小路副管理者と共に、残された課題解決のために引き続き努力してまいりた

いと考えております。 

  最後になりますが、皆様方の今後ますますのご活躍と本組合の発展をお祈りいた

しまして、私の挨拶とさせていただきます。長い間ありがとうございました。  

○西田光宏議長 安田管理者、１１年間の長い間、本議会をお守りいただきまして誠

にありがとうございました。次回よりは副管理者としてお務めいただくこと、よろ

しくお願い申し上げます。ありがとうございました。  

  それでは、これをもちまして乙訓福祉施設事務組合議会令和８年第１回定例会を

閉会いたします。 

  皆様、お疲れさまでございました。 

（閉会 午前１１時３３分） 



 

―34― 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により下記に署名する。  

 

            乙訓福祉施設事務組合議会議長    西 田 光 宏 

 

            会 議 録 署 名 議 員    北 村 吉 史 

 

            会 議 録 署 名 議 員    米 澤 知 紀 

 

 


